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スリープ注意喚起システムの開発のための基礎的調査
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【目的】
本研究は、乗務前点呼を通過したドライバに対し、運行管理の一環として、適切なタイミング

（業務中の再乗車のタイミング等）でマイクロスリープ（3～15秒間の睡眠、極短時間の居眠り）
の発生を注意喚起するAIを用いた対話型システムの開発を最終的に目指している。

【事業用自動車の重大事故分析】
国土交通省 物流・自動車局では、平成２６年６月に

「事業用自動車事故調査委員会」を設置し、事業用
自動車の重大事故に対して原因の調査（特別重要調
査及び重要調査）を実施している。設置後5年間で、

最も多く調査対象とされた事故が、過労運転による
居眠り事故であった（11件）。
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【点呼（乗務前／乗務後／（中間））】
点呼は、旅客自動車運送事業運輸規則第24条および貨物自動車運送

事業輸送安全規則第7条により義務付け。
（罰則規定あり）

ね、眠い・・

眠むたそうだな

・乗務前点呼は、運行管理者がドライバの健康や
飲酒、免許、車両点検などを確認し、安全運行の
可否を判断する業務。

・原則として対面で実施されるが、遠隔地などでは
一定条件下で非対面も可能である。

・点呼は事故防止の重要な手段だが、通過したドラ
イバが居眠り事故を起こしている現状がある。

乗務前点呼の概要
運行管理者

ドライバ

【眠気の影響を受ける発話能力】

・ 前頭前野の活動低下により、言い間違い
や論理性の欠如が生じる。

・ 発話速度の低下や抑揚の乏しさも見られ
、会話が単調になる。

・ 一方、会話は脳を刺激し覚醒水準を一時
的に高め、眠気を軽減する効果がある。

【被験者実験】
ワーキングメモリの容量の変化を評価する被験者実験を実施
＜数字記憶テスト＞
被験者と試験官との間で互いに0～9までの任意の数字を言

い合う。但し、数字を言う前には、それまでにお互いが言い合っ
た数字を順番にすべて復唱する。被験者が復唱を間違ったとこ
ろでテスト終了（試験官はメモを取りながら実施。被験者は連続
して同じ数字を言うことが禁じられている）
＜被験者＞
人数：4名（男性：２名、女性２名）、年齢：平均 37.25歳
＜試験スケジュール＞

以下の時間帯に試験時間を設定した。各試験の時間帯では
、まず始めにカロリンスカ眠気尺度を用いた眠気の主観評価を
実施。その後、数字記憶テストを３回実施した。各試験の時間
帯までの間は、トラックの2運転ゲームを行わせて断眠させた。
16:30 試験1回目 19:30 試験2回目 23:00 試験3回目
01:30 試験4回目 03:30 試験5回目 05:00 試験6回目
05:30 仮眠開始 07:00 仮眠終了、試験7回目

被験者No.1、2、4は時間経過とともに眠気が高まり、その後低下する傾向を示した。一方、No.3は仮眠後に眠気が最も高まった。
No.1、2、4では眠気の上昇とともに数字記憶テストの復唱文字数が減少したが、No.3では関連性がみられなかった。ただし、No.3
は明け方3:30に復唱文字数が最も少なく、眠気を自覚しないまま認知機能が低下していた可能性がある。

＜結果＞

【今後の課題】
ワーキングメモリの容量が、有効な指標になる可能性が確認されたが、眠気が生まれるメカニズムや神経機序も考

慮し、マイクロスリープの発生の予見において、その他の有効な指標の特定にも注力していく必要があると考えている。
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前頭前野

・ 言語処理・語彙選択・応答速度・感情表現・ワーキング
メモリの容量が影響を受けやすい。


